
第
1
回
下
野
市
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
の
参
加
者
募
集

《
2
0
0
8
年
ド
イ
ツ
ス
ク
ー
ル

in
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
》

下
野
市
在
住
の
中
学
生
を
姉
妹

都
市
の
あ
る
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
、
ド

イ
ツ
の
文
化
、
歴
史
、
風
土
、
語
学

等
に
直
接
触
れ
、
姉
妹
都
市
デ
ィ
ー

ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
に
お
い
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
等
に
よ
る
市
民
と
の
交
流
を

通
じ
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成

と
国
際
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

●
派
遣
概
要

【
派
遣
先
】

姉
妹
都
市
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ

ー
ル
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
）

【
派
遣
期
間
】

平
成
20
年
8
月
4
日（
月
）〜
8

月
10
日（
日
）の
7
日
間

【
研
修
内
容
】

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
現
地
で

の
生
活
体
験

・
現
地
中
学
生
と
の
交
歓
・
交
流

【
個
人
負
担
】

1
5
0，

0
0
0
円

※
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
数
料
、
そ

の
他
個
人
的
な
諸
経
費
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
資
格

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生

②
心
身
と
も
に
健
康
で
、
外
国
生

活
に
適
応
で
き
る
生
徒

③
下
野
市
の
代
表
と
し
て
誇
り
を

持
て
る
生
徒

④
外
国
文
化
に
関
心
が
あ
り
、
積

極
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
の

あ
る
生
徒

⑤
英
語
で
最
小
限
の
意
思
表
示
が

で
き
る
生
徒

⑥
市
国
際
交
流
協
会
へ
入
会
意
思

の
あ
る
生
徒

⑦
姉
妹
都
市
か
ら
の
中
学
生
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
、
又
は
受
け
入

れ
ら
れ
る
見
込
み
の
あ
る
生
徒

●
定
　
員

市
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
生

30
名

●
派
遣
生
徒
の
決
定

決
定
し
た
生
徒
に
は
、
保
護
者

あ
て
に
文
書
で
連
絡
し
ま
す
。
申

し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
抽
選

の
場
合
も
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

「
下
野
市
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
参
加
申
込
書
」
を
4
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
生
活
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
各
中
学
校

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
私
立
（
市
外
）
の
中
学
校
に
は

申
込
書
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
手
数
で
す
が
生
活
課
ま
で
取

り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

●
研
修
等

派
遣
が
決
定
し
た
生
徒
に
つ
い

て
は
、
5
月
下
旬
か
ら
7
月
下
旬

に
か
け
て
事
前
研
修
が
5
回
、
そ

の
他
結
団
式
、
出
発
式
等
が
あ
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
課
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

1（
40
）5
5
5
5

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
20
年
度
し
も
つ
け
市
民
芸

術
文
化
祭
を
開
催
す
る
た
め
に
実

行
委
員
会
を
組
織
す
る
た
め
の
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
の

運
営
に
必
要
な
企
画
及
び
実
施
等

を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
委
員
メ
ン
バ
ー

下
野
市
文
化
協
会
や
関
係
機

関
・
団
体
の
役
職
員
の
ほ
か
に
、

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
る
委
員
を
中

心
に
構
成
す
る
予
定
で
す
。

●
任
　
期

平
成
20
年
5
月
か
ら
平
成
21
年

3
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
報
酬
等

会
議
出
席
に
要
す
る
旅
費
及
び

報
酬
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格

①
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
で
、

年
齢
が
20
歳
以
上
の
方

②
現
在
、
下
野
市
に
居
住
の
方

③
任
期
中
、
3
回
程
度
の
平
日
開

催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
見
込

み
の
あ
る
方
（
会
議
は
、
原
則

と
し
て
石
橋
庁
舎
で
行
い
ま
す
。）

④
文
化
芸
術
活
動
、
ま
ち
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
に
つ
い

て
、
実
践
経
験
の
あ
る
方

●
応
募
人
員

若
干
名
（
3
名
程
度
）

●
応
募
方
法

【
申
込
書
類
】

所
定
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
）
に
よ
る
公

募
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
課

【
申
込
方
法
】

直
接
持
参
又
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
等

【
申
込
期
限
】

4
月
18
日（
金
）必
着

●
選
考
方
法

書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
結
果
通
知

選
考
終
了
後
、
ご
本
人
あ
て
に

直
接
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
課

〒
3
2
9
‐
0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

1（
52
）1
1
2
0

5（
52
）2
6
2
4

42

下野市「道の駅」建設協議会から広瀬市長へ答申
下野市「道の駅」基本構想・基本計画(案)の策定につい
ては、下野市「道の駅」建設協議会からの提言を受け、
下野市「道の駅」建設計画策定委員会において立案の後、
1月中の市民に対するパブリックコメントを経て、素案が
作成されました。
その素案について、2月7日（木）付けで広瀬市長から

建設協議会に対し諮問され、2月15日（金）、南河内庁舎
202会議室で開催された第10回下野市「道の駅」建設協議
会において審議された結果、中尾久会長(作新大学総合経
営学部教授)から市長に対し答申書が手渡されました。
建設協議会からは、産業の振興、シティセールス、地

域間交流等の可能性を考慮しつつ、下野市の均衡ある発
展と市民融合を実現させるという観点から審議した結果、
妥当であるとの答申がなされました。市長は、約1年の長
期にわたる調査・研究・審議
に対し謝辞を述べました。市
ではこの答申を受けて、下野
市「道の駅」基本構想・基本
計画について2月21日（木）
開催の市議会全員協議会にお
いて報告いたしました。

答申の様子


